






I.はじめに

　α-Fetoprotein(以下 AFP)は,胎生初期にほ卵黄嚢で,その後胎児肝で合成さ

れ,妊娠 12 週で最高値に達しその後徐々に減少してゆく。しかし生後もしばら

くは高値を続け,成人の正常値に近付くのは,生後約 10 ヵ月間を要する。l974

年 Zeltzcr,Kattamis らにより血清 AFP 値の測定により先天性胆道閉鎖症(CBA)

と新生児肝炎(NH)との鑑別がある程度可能であるとの報告がなされた。


